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消
費
税
増
税
に
伴
う

軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
の
た
め
に
消
費
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
へ
引
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
に

配
慮
す
る
観
点
か
ら
、「
酒
類
・
外
食

を
除
く
飲
食
料
品
」
と
「
定
期
購
読
契

約
が
締
結
さ
れ
た
週
２
回
以
上
発
行
さ

れ
る
新
聞
」
を
対
象
に
消
費
税
の
「
軽

減
税
率
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
軽
減
税
率
制
度
は
、
飲
食
料
品

等
を
取
扱
い
が
無
い
事
業
者
や
免
税
事

業
者
も
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
時
間
や
コ
ス
ト
が
生
じ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
軽
減

税
率
制
度
等
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

●
軽
減
税
率
の
基
本
的
考
え

　
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
「
酒
類
・
外

食
を
除
く
飲
食
料
品
」
で
あ
り
、
人
の

食
用
又
は
飲
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
そ
し
て
、
軽
減
税
率
が
適
用

さ
れ
る
取
引
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
事

業
者
（
売
手
）
が
取
引
を
行
う
時
点
で

行
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、酪
農
家
が
「
飲
食
料
品
」

で
あ
る
生
乳
や
自
家
製
の
チ
ー
ズ
を

外
食
レ
ス
ト
ラ
ン
（
標
準
税
率
対

象
）
に
対
し
て
販
売
し
た
場
合
、「
売

手
」
で
あ
る
酪
農
家
の
適
用
税
率
に

つ
い
て
は
「
買
手
」
で
あ
る
外
食
レ

ス
ト
ラ
ン
が
ど
の
よ
う
な
用
途
に
使

用
す
る
か
は
関
係
な
く
、
販
売
し
た

時
点
で
適
用
税
率
を
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
の
生
乳
や
チ
ー
ズ
の
販

売
は
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
軽
減
税
率
実
施
後
は

「
総
額
処
理
」
の
み
に
！

　
軽
減
税
率
実
施
後
は
、
酪
農
家
に
消

費
税
額
の
計
算
に
お
け
る
「
課
税
売
上

高
」
の
計
算
は
「
純
額
処
理
」（
販
売

高
か
ら
販
売
手
数
料
を
差
し
引
い
た
額

を
課
税
売
上
と
す
る
方
法
）
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、「
総
額

処
理
」（
販
売
高
を
課
税
売
上
と
す
る

方
法
）
で
行
う
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

●
酪
農
家
の
売
上
げ
、
仕
入
れ
の

適
用
税
率
・
消
費
税
の
税
額
計
算

　
酪
農
家
の
売
上
げ
の
大
部
分
は
軽

減
税
率
（
８
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
仕
入
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
標
準
税
率

（
10
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
売
上
げ
に
関
す
る
適
用
税
率

②
仕
入
れ
に
関
す
る
適
用
税
率

③
消
費
税
の
税
額
計
算

軽
減
税
率
制
度
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

◎
生
乳
売
上
げ
販
売
　
８
％
適
用

　
酪
農
家
の
売
上
げ
の
中
心
と
な

る
生
乳
や
生
乳
に
係
る
奨
励
金

等
、
食
肉
市
場
を
通
じ
て
販
売
す

る
枝
肉
（
脱
骨
さ
れ
て
い
な
い
も

の
を
含
む
）
や
内
臓
な
ど
は
、
そ

の
販
売
時
点
に
お
い
て
「
飲
食
料

品
」に
該
当
し
、軽
減
税
率（
８
％
）

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎�
家
畜
市
場
を
通
じ
て
の
子
牛
販
売

等
　
標
準
税
率
　
10
％
適
用

　
食
肉
市
場
を
通
じ
て
販
売
す
る

「
廃
棄
さ
れ
る
内
臓
等
」
や
「
原

皮
」
、
家
畜
市
場
を
通
じ
て
販
売

す
る
子
牛
等
の
生
体
は
、
そ
の
販

売
時
点
で
は
「
飲
食
料
品
」
に
は

該
当
せ
ず
、
標
準
税
率
（
10
％
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
税
額
計
算
と
課
税
期
間
の
特
例

　
消
費
税
の
税
額
計
算
で
は
、
売

上
税
額
か
ら
仕
入
れ
税
額
を
差
引

い
た
結
果
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は

「
還
付
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
期
中
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

◎�

組
合
等
へ
の
販
売
委
託
手
数
料
や

飼
料
、
子
牛
、
初
妊
牛
等
は
標
準

税
率
10
％
適
用

　
酪
農
家
の
仕
入
れ
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
る
飼
料
や
飼
料
に
係
る
奨

励
金
等
、
組
合
へ
支
払
う
委
託
販

売
手
数
料
、
子
牛
や
初
妊
牛
等
は

「
飲
食
料
品
」
に
該
当
せ
ず
標
準

税
率
（
10
％
）
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
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●
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
伴
う

経
理
と
区
分
記
載
請
求
書
等
の
保
存

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
は
、今
ま
で
の「
請

求
書
等
保
存
方
式
」
を
維
持
し
つ
つ
、

区
分
経
理
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
と

し
て「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
税
率
制
度
に
実
施
に
伴
い
、
消

費
税
等
の
税
率
は
、
８
％
と
10
％
の
複

数
税
率
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
者
は
、
消
費
税
等
の
申
告
・
納

税
を
行
う
た
め
に
、
取
引
を
税
率
の
異

な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
録
す
る
な
ど

の
経
理
（
区
分
経
理
）
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
は
、
こ
う

し
た
区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳
簿
及
び

請
求
書
等
（
区
分
記
載
請
求
書
等
）
の

保
存
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

●�

令
和
５
年
10
月
～
酪
農
家
の
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
開
始

・
基
本
的
な
考
え
方

　
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
と
は

「
売
手
」
が
「
買
手
」
に
対
し
て
正
確

な
税
額
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
と
は
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
に
そ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
を
必

・
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式

　
現
行
の
請
求
書
等
保
存
方
式
を

維
持
し
つ
つ
、
区
分
経
理
に
対
応

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
（
区

分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
）。

《
請
求
書
等
》

・�

売
り
手
が
発
行
す
る
請
求
書
の
記

載
事
項
に
、
①
軽
減
税
率
の
対
象

品
目
で
あ
る
旨
と
、
②
税
率
ご
と

に
合
計
し
た
対
価
の
額
（
税
込
）

を
加
え
る
（
免
税
事
業
者
も
、
区

分
記
載
請
求
書
を
交
付
可
）。な
お
、

現
行
通
り
売
手
に
は
区
分
記
載
請

求
書
の
交
付
義
務
・
保
存
義
務
を

課
さ
な
い
。

・�

買
手
は
、
区
分
記
載
請
求
書
の
保

存
を
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
す

る
（
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ

も
、
仕
入
税
額
控
除
可
）。
前
①
及

び
②
に
つ
い
て
は
、
買
手
が
事
実

に
基
づ
き
追
記
で
き
る
も
の
と
す

る
。

・�

偽
り
の
請
求
書
の
交
付
に
対
す
る

罰
則
は
設
け
な
い
。

《
納
付
税
額
の
計
算
方
法
》

・�

現
行
通
り
、
適
用
税
率
ご
と
の

取
引
総
額
に
１
１
０
分
の
10
、

１
０
８
分
の
８
を
乗
じ
て
計
算
す

る
「
割
戻
計
算
」
を
維
持
す
る
。

《
経
過
措
置
》

・�

売
上
税
額
の
計
算
の
特
例
（
＊
軽

減
税
率
制
度
の
実
施
か
ら
４
年
間

の
特
例
）

　
売
上
を
税
率
ご
と
に
区
分
す

る
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
者

（
前
々
年
又
は
前
々
事
業
年
度
の

課
税
売
上
高
が
５
千
万
円
以
下
の

事
業
者
）
が
、
売
上
げ
の
一
定
割

合
（
軽
減
税
率
売
上
げ
割
合
）
を

軽
減
税
率
対
象
品
目
の
売
上
げ
と

し
て
計
算
す
る
特
例
を
設
け
る
。

・�

仕
入
税
額
の
計
算
の
特
例
（
＊
軽

減
税
率
制
度
の
実
施
か
ら
１
年
間

の
特
例
）

　
仕
入
れ
を
税
率
ご
と
に
区
分
す

る
こ
と
が
困
難
な
中
小
事
業
者
が

仕
入
れ
の
一
定
割
合
（
軽
減
税
率

仕
入
割
合
）
を
軽
減
税
率
対
象
品

目
の
仕
入
れ
と
し
て
計
算
す
る
特

例
を
設
け
る
ほ
か
、
簡
易
課
税
の

事
後
選
択
を
可
能
と
す
る
。

＊�

支
払
対
価
が
３
万
円
未
満
の
場
合

や
自
動
販
売
機
か
ら
購
入
す
る
場

合
、
入
場
券
な
ど
証
拠
書
類
が
回

収
さ
れ
る
場
合
、
中
古
品
販
売
業

者
が
消
費
者
か
ら
仕
入
れ
る
場
合

な
ど
、
請
求
書
等
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
現
行

通
り
、
帳
簿
へ
の
記
載
に
よ
り
仕

入
税
額
控
除
が
可
能
と
な
る
。

＊�

現
行
通
り
、
せ
り
売
り
や
無
条
件

委
託
販
売
・
共
同
計
算
方
式
に
よ

る
媒
介
・
取
次
ぎ
に
よ
り
販
売
さ

れ
る
場
合
は
、
媒
介
・
取
次
業
者

が
作
成
し
た
請
求
書
等
の
保
存
に

よ
り
仕
入
税
額
控
除
が
可
能
と
な

る
。

フ
ロ
ー
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
課
税
期
間
の
特

例
を
活
用
し
て
申
告
機
会
を
増
や

す
こ
と
も
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。



4酪農とちぎ農業協同組合　2019．10．10

要
と
す
る
制
度
で
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
、
現
行
の
「
請
求

書
等
」
に
求
め
ら
れ
る
記
載
事
項
に
加

え
、「
登
録
番
号
」「
軽
減
税
率
対
象
で

あ
る
旨
」「
対
価
の
額
を
適
用
税
率
ご

と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
金
額
」「
適

用
税
率
」「
消
費
税
額
」
を
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
、「
買
手
」（
課
税
事
業
者
）

か
ら
の
求
め
に
応
じ
、「
売
手
」
は
イ

ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　「
登
録
番
号
」
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
10
月
１
日
以
降
、
税
務
署
に
対

し
て
申
請
し
、
取
得
す
る
も
の
で
あ

り
、
法
人
番
号
を
有
す
る
法
人
の
場
合

の
「
登
録
番
号
」
は
「
Ｔ
＋
法
人
番
号
」

と
な
り
、
一
方
、
個
人
事
業
者
の
場
合

は
「
Ｔ
＋
13
桁
数
字
」
と
な
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
酪
農
家
で
あ
っ
て
も
、
生

乳
等
を
販
売
す
る
場
合
は
、
取
引
相
手

先
（「
買
手
」）
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交

付
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・�「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」

か
ら
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」

へ
の
移
行

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
改
正
、
軽
減
税
率
の
導
入
に
併
せ
て

「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
」
が

適
用
さ
れ
た
後
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
は
、「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」

へ
と
移
行
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
的
な
ず
れ
は
、
酪
農
家
等

の
事
業
者
の
準
備
等
に
配
慮
し
、
令
和

元
年
10
月
か
ら
４
年
間
は
簡
素
な
方
法

（「
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
及
び

税
額
計
算
の
特
例
）
を
可
能
と
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
特
例
等

　
組
合
へ
の
生
乳
や
食
肉
卸
売
市
場
へ

の
枝
肉
等
の
委
託
販
売
に
お
け
る
現
行

実
務
を
勘
案
す
る
と
、
酪
農
家
自
ら
買

手
を
見
つ
け
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
般
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て

次
の
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務
免
除
の「
農

協
特
例
」・「
卸
売
市
場
特
例
」

①
農
協
特
例

②
卸
売
市
場
特
例

●
「
農
協
特
例
」
に
お
け
る

「
乳
代
精
算
書
」
等
の
対
応

　
軽
減
税
率
制
度
・
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
の
実
施
後
に
お
い
て
、
基
本
的

に
酪
農
家
で
は
「
乳
代
精
算
書
」
等
の

書
類
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、

区
分
経
理
等
を
行
う
必
要
が
生
じ
ま

す
。

　
酪
農
家
が
、
組
合
等
を
通
じ
、
無

条
件
委
託
・
共
同
計
算
方
式
に
よ
っ

て
生
乳
を
委
託
販
売
す
る
場
合
、「
売

手
」（
酪
農
家
）
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の

交
付
義
務
を
免
除
し
、「
買
手
」（
乳

業
メ
ー
カ
ー
等
）
は
組
合
等
が
発
行

す
る
書
類
等
の
保
存
が
あ
れ
ば
仕
入

税
額
控
除
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
特

例
（「
農
協
特
例
」）。

　
な
お
、「
無
条
件
委
託
」「
共
同
計

算
方
式
」
の
考
え
方
は
そ
れ
ぞ
れ
次

の
通
り
で
す
。

▼
無
条
件
委
託

　
生
産
者
は
出
荷
し
た
農
産
物
に

つ
い
て
、
売
価
、
出
荷
時
期
、
販

売
先
等
の
条
件
を
付
さ
ず
に
、
そ
の

販
売
を
農
協
等
に
委
託
す
る
こ
と

▼
共
同
計
算
方
式

　
一
定
期
間
に
農
協
等
が
販
売
し

た
同
種
、
同
規
格
、
同
品
質
ご
と

に
農
産
物
の
平
均
価
格
に
よ
っ
て

精
算
す
る
方
式
で
す
。（
全
体
の

販
売
代
金
に
つ
い
て
、
農
協
等
が

手
数
料
を
控
除
し
た
上
で
、
生
産

者
全
体
で
分
け
合
う
事
）

　
酪
農
家
が
食
肉
卸
売
市
場
等
を
通

じ
、
枝
肉
等
を
委
託
販
売
す
る
場
合

に
は
、「
売
手
」（
酪
農
家
）
の
イ
ン

ボ
イ
ス
交
付
義
務
を
免
除
し
、「
買

手
」
（
食
肉
仲
卸
等
）
は
、
食
肉
卸

売
市
場
等
が
発
行
す
る
書
類
等
が
あ

れ
ば
、
仕
入
税
額
控
除
を
で
き
る
よ

う
に
す
る
特
例
で
す
。

　
例
え
ば
、
酪
農
家
が
乳
業
メ
ー

カ
ー
と
乳
価
な
ど
の
条
件
を
決
定

し
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
生
乳

取
引
は
、「
農
協
特
例
」
の
対
象
と

は
な
ら
ず
、「
売
手
」（
酪
農
家
）
が

「
買
手
」（
乳
業
メ
ー
カ
ー
等
）
に
イ

ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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こ
の
た
め
、
組
合
の
発
行
す
る
乳

代
精
算
書
の
様
式
も
こ
れ
に
対
応
で

き
る
よ
う
10
月
分
よ
り
様
式
を
一
部

変
更
い
た
し
ま
す
。

　「
乳
代
精
算
書
」等
に
お
け
る「
売
上
」

や
「
仕
入
」
の
考
え
方
等
は
、
次
の
通

り
と
な
り
ま
す
。

①
酪
農
家
の
売
上
げ
関
係

②
酪
農
家
の
仕
入
れ
関
係

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る

「
家
畜
販
売
書
」
等
の
対
応

　
子
牛
を
家
畜
市
場
で
販
売
す
る
場
合
、

「
農
協
特
例
」
や
「
卸
売
市
場
特
例
」
の

適
用
で
は
な
い
た
め
、「
売
手
」（
酪
農
家
）

は
「
買
手
」
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

を
求
め
ら
れ
た
時
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

を
交
付
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

　
交
付
方
法
と
し
て
は
、
一
定
の
要
件

の
も
と
家
畜
市
場
を
介
し
て
交
付
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
家
畜
販
売
書
」
等
の
「
控

除
金
額
」
と
し
て
販
売
手
数
料
や
入
場

手
数
料
な
ど
酪
農
家
の
「
仕
入
」
に
該

当
す
る
取
引
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
イ
ン
ボ
イ
ス

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
組
合
等
が
交
付
す
る

「
販
売
書
」
等
が
イ
ン
ボ
イ
ス
と
な
る

よ
う
記
載
事
項
を
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
酪
農

家
は
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
た
め
に
こ

の
「
販
売
書
」
等
を
保
存
し
て
お
く
必

要
が
生
じ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
組
合
等
以
外
か
ら
の
仕
入

れ
に
つ
い
て
、
酪
農
家
が
仕
入
税
額
控

除
を
行
う
た
め
に
は
、
原
則
通
り
そ
の

仕
入
先
が
発
行
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保

存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
、
消
費
税
軽
減
税
率
・
区
分
記

載
請
求
書
等
保
存
方
式
に
つ
い
て
概
略

を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

詳
細
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　
現
行
の
「
乳
代
精
算
書
」
や
「
肉

用
化
牛
販
売
精
算
書
」
等
で
は
、「
控

除
金
額
」
と
し
て
委
託
販
売
手
数
料

や
飼
料
代
な
ど
酪
農
家
の
「
仕
入
」

に
該
当
す
る
取
引
も
併
せ
て
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
イ

ン
ボ
イ
ス
対
応
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
記
載
は
、「
基
本
的
に

①
組
合
等
に
と
っ
て
の
「
売
上
」、

②
組
合
等
に
と
っ
て
の
「
立
替
金

等
」
の
２
類
型
が
あ
り
ま
す
が
、
酪

農
家
が
仕
入
税
額
控
除
を
行
う
た
め

に
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
イ
ン
ボ

イ
ス
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
組
合
等
が
交
付

す
る
「
精
算
書
」
等
が
イ
ン
ボ
イ
ス

と
な
る
よ
う
記
載
事
項
を
改
正
し
、

②
に
つ
い
て
は
、
実
務
に
配
慮
す
る

観
点
か
ら
「
支
払
先
」
か
ら
交
付
を

受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
組
合
等
が
保

存
す
る
こ
と
で
、
酪
農
家
は
組
合
等

が
発
行
す
る
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ

た
「
精
算
書
」
等
の
保
存
で
仕
入
税

額
控
除
を
認
め
る
と
い
う
取
り
扱
い

に
な
る
見
込
み
の
よ
う
で
す
。

　
組
合
等
か
ら
酪
農
家
に
発
行
さ
れ

る
「
乳
代
精
算
書
」
や
「
肉
用
化
牛

販
売
精
算
書
」
等
に
は
、
生
乳
や
枝

肉
等
の
販
売
な
ど
酪
農
家
の「
売
上
」

に
該
当
す
る
取
引
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
引
に
係
る「
精
算
書
」

の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
令
上

の
定
め
は
特
に
な
く
、
酪
農
家
が
適

正
に
区
分
経
理
が
で
き
、
申
告
納
税

が
可
能
な
程
度
の
記
載
が
さ
れ
て
い

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
生
乳
や
枝
肉
等
の
販
売

に
係
る
「
対
価
の
額
を
適
用
税
率
ご

と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
金
額
」
に

基
づ
き
、
区
分
経
理
を
行
う
必
要
が

生
じ
ま
す
。
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那
須
高
原
支
所

毎
年
恒
例
！
　
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

　
８
月
６
日
、
那
須
町
共
同
利
用
模
範

牧
場
に
お
い
て
、
支
所
活
動
推
進
協
議

会
主
催
の
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
17
回
目
を
迎
え
た

こ
の
行
事
で
す
が
、
厳
し
い
暑
さ
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

総
勢
３
５
０
名
余
り
が
一
堂
に
会
し
、

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
田
代
和
一
副
会
長
よ
り
主
催
の
挨

拶
、
臼
井
勉
組
合
長
よ
り
来
賓
の
ご
挨

拶
の
後
、
佐
々
木
昇
副
会
長
の
牛
乳
に

よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
大
人
気
の
『
か

き
氷
コ
ー
ナ
ー
』
に
は
今
年
も
長
い
行

列
が
で
き
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
ン
ト
の
中
で
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
、
お
い
し
い
食
事

と
楽
し
い
会
話
で
日
ご
ろ
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
お
子
さ
ん
向
け
の

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
地
区
対
抗
競
技
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
大
変
盛

り
上
が
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
や
競
技
で

勝
っ
た
時
、
豪
華
景
品
が
当
た
っ
た
時

に
は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年

も
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
、
大
勢
の
参

加
者
と
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

も
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
大
盛
況
、
青
年
部
黒
磯
支
部
が

牛
乳
Ｐ
Ｒ
活
動
実
施
!!

　
８
月
24
日
、
那
須
ガ
ー
デ
ン
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
牛
乳
の
消
費
拡
大

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
酪
農
と
ち

ぎ
青
年
部
黒
磯
支
部(

人
見
泰
弘
支
部

長)

当
日
支
部
員
20
名
出
役
で
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
今
年
で
11
回
目
と
な
り

ま
す
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
元
の
消
費
者
に
加
え
、
東
北
・

関
東
か
ら
の
来
訪
者
約
１
０
０
０
名
も

の
お
客
様
に
牛
乳
を
振
る
舞
い
味
わ
っ

て
頂
く
こ
と
が
出
来
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

に
な
り
ま
し
た
。

　
牛
乳
の
消
費
拡
大
が
目
的
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
試
飲
の
他
に
お
楽
し
み
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
模
擬
搾
乳
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
関
東
生
乳
販
連
か

ら
貸
出
頂
い

た
等
身
大
の

乳
牛
模
型
を

新
た
に
設
置

し
、
子
供
た

ち
は
そ
の
迫

力
に
と
て
も

驚
い
て
い
る

様

子

で

し

た
。
始
め
は

怖
く
て
近
寄

れ
な
い
お
子

さ
ん
も
い
ま

し
た
が
、
支

部

員

が

優

し

く

レ

ク

チ
ャ
ー
し
、

上
手
く
搾
れ
た
後
は
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
豪
華
賞
品
＆
参
加
賞
付
き
の

牛
乳
早
飲
み
大
会
な
ど
、
酪
農
・
牛
乳

に
つ
い
て
親
し
ん
で
貰
え
る
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
那
須
塩
原
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
み
る
ひ
ぃ
ち
ゃ
ん
』

が
登
場
し
張
り
切
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ

た
の
で
子
供
も
大
人
も
笑
顔
を
誘
い
喜

ば
れ
ま
し
た
。（
着
ぐ
る
み
の
中
の
部

員
さ
ん
、
猛
暑
の
な
か
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
！
）

　
今
回
は
、
宅
配
専
用
・
明
治
特
選
那

須
牛
乳
と
、
グ
リ
コ
那
須
高
原
特
選
牛

乳
の
計
１
２
０
本
を
用
意
し
全
て
消
費

さ
れ
、
支
部
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
に
楽
し

ん
で
頂
く
事
が
出
来
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
支
所

暑
い
暑
い
一
日
で
し
た

～
支
所
全
体
交
流
会
～

　
８
月
９
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
松
井
実
会
長
）
主
催
の
全
体
交
流
会

が
、
支
所
前
広
場
に
て
関
係
業
者
を
含

め
約
１
０
０
名
の
参
加
の
も
と
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
直

撃
と
の
予
報
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、「
ハ
ラ
ハ
ラ
」
し
て
朝
を
迎
え

ま
し
た
。
結
果
、
当
日
は
こ
の
夏
の
最

高
気
温
を
記
録
し
た
暑
い
日
と
な
り
、

夏
休
み
期
間
中
の
子
供
た
ち
も
水
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
で
「
び
っ
し
ょ
り
」
に
な

り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
り
と
、
参
加

者
全
員
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し
い
ひ「水遊びコーナー」僕も入りたいよ！

大盛り上がりの地区対抗競技

青年部黒磯支部による牛乳ＰＲ活動
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と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日
和
と
い
う
に
は
暑

す
ぎ
る
陽
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
皆
さ
ま
は
大
い
に
食
べ
、
大
い

に
笑
い
交
流
を
深
め
合
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　
生
ビ
ー
ル
や
か
き
氷
、
そ
し
て
メ
イ

ン
の
焼
き
肉
に
舌
鼓
を
打
ち
、
お
代
わ

り
を
す
る
方
も
沢
山
お
り
、
収
穫
時
期

に
向
け
英
気
を
養
う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
余
興
で
は
抽
選
会
や

子
供
対
象
に
、
お
宝
（
お
菓
子
や
お
も

ち
ゃ
）
取
り
放
題
の
お
楽
し
み
会
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　〝
食
べ
て
・
飲
ん
で
・
笑
っ
て
〟
懇

親
を
深
め
な
が
ら
、
一
日
を
十
分
に
満

喫
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
南
支
所

県
農
大
ド
リ
ー
ム
牛
舎
を
視
察

　
８
月
２
日
、
茂
木
町
酪
農
組
合
（
羽

石
智
昭
組
合
長
）
で
は
、
６
名
参
加
の

も
と
栃
木
県
農
業
大
学
校
の
「
ド
リ
ー

ム
牛
舎
」
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
生
産
性

の
高
い
畜
産
経
営
を
実
践
し
う
る
次
世

代
の
担
い
手
育
成
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
先
端
技
術

等
が
学
べ
る
牛
舎
を
昨
年
整
備
し
、
実

践
教
育
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
飼

養
管
理
は
、
分
娩
感
知
（
牛
温
恵
）、

発
情
感
知
（
牛
歩
）
及
び
、
監
視
カ
メ

ラ
（
養
牛
カ
メ
ラ
）
を
利
用
し
て
お
り

ま
す
。牛
体
の
異
常
を
感
知
し
た
場
合
、

ス
マ
ホ
に
連
絡
が
入
り
、
ど
こ
に
居
て

も
牛
舎
内
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
35
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中

で
し
た
が
、
参
加
者
は
経
営
の
参
考
に

す
る
た
め
、
積
極
的
に
質
問
し
な
が
ら

見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
畜
産
経
営

の
先
端
技
術
と
し
て
、
次
世
代
の
担
い

手
教
育
研
修
施
設
を
見
学
で
き
、
大
変

有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　
視
察
後
は
、
宇
都
宮
市
内
の
鉄
板
焼

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
に

て
、
楽
し
く
歓
談
し
な
が
ら
会
食
し
、

親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
青
色
申
告
学
習
会

　
本
年
度
１
回
目
の
青
色
申
告
学
習
会

が
、
８
月
28
日
に
県
南
支
所
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
当
支
所

管
内
の
組
合
員
を
対
象
に
毎
年
開
催
さ

れ
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
な
が

ら
、
年
度
内
に
５
回
程
度
実
施
し
て
い

ま
す
。
講
師
に
は
、
組
合
員
の
根
本
壽

一
氏
（
ソ
リ
マ
チ
農
業
ソ
フ
ト
認
定
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
、大
阿
久
善
之
氏
（
青

色
申
告
指
導
員
）
が
記
帳
指
導
及
び
、

青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
８
名
が
受
講
さ
れ
、
通
常
の

デ
ー
タ
入
力
と
併
せ
て
、
10
月
1
日
か

ら
実
施
予
定
で
あ
る
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
備
え
、
関
係
書
類
等
の
整
理

や
対
応
も
学
習
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
南
支
所
で
は
常
時
10
名
前

後
の
酪
農
家
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
会
の
良
さ
は
、
指
導
者
及
び
受
講

者
全
員
が
〝
酪
農
〟
と
い
う
同
じ
職
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
点
に
対
す
る

解
決
策
等
も
明
瞭
に
分
か
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
更
に
、
皆
で
歓
談
し
な
が

ら
の
色
々
な
情
報
交
換
も
、
経
営
向
上

の
ヒ
ン
ト
に
繋
が
る
と
推
察
致
し
ま

す
。

　
次
回
の
学
習
会
は
、
11
月
下
旬
に
開

催
予
定
で
す
。
未
受
講
の
方
も
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
県
南
支
所
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

お宝はたくさん見つかったかな？

ドリーム牛舎視察

第１回青色申告学習会
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業
務
部

●
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

　
７
月
１
日
現
在
で
の
乳
牛
飼
養
動
態

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
し
ま
す
。

１
　
出
荷
者
戸
数
・
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
前
年
７
月
と
比
較
す
る
と
酪
農
中
止

は
16
戸
（
団
体
公
共
を
除
く
）
と
な
り
、

出
荷
者
数
は
前
年
同
月
比
３
・
９
％
減
の

３
９
６
戸
と
な
り
ま
し
た
。
廃
業
の
理

由
は
、
高
齢
や
後
継
者
が
い
な
い
８
戸
、

経
営
不
振
２
戸
、
病
気
療
養
そ
の
他
６

戸
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
酪
農
中
止

者
16
名
の
廃
業
時
の
合
計
飼
養
頭
数
は

２
４
９
頭
で
し
た
。

２
　
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
飼
養
頭
数
の
内
訳
は
、
経
産
牛
は
前
年

７
月
比
０
・
01
％
減
少
し
２
万
５
８
７
７

頭
、
自
家
育
成
牛
は
前
年
比
１
・
８
％
増

加
し
７
７
７
６
頭
、
外
部
預
託
牛
は
前

年
比
４
・
１
％
減
の
３
５
０
７
頭
で
し
た
。

ま
た
、
１
戸
あ
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は

３
・
６
頭
増
加
し
、
93
・
８
頭
で
前
年
に

引
き
続
き
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
搾
乳
牛
は
前
年
よ
り
０
・
１
％

減
少
し
２
万
２
２
６
４
頭
、
乾
乳
牛
は

０
・
６
％
増
加
し
３
６
１
３
頭
で
し
た
。

　
育
成
牛
（
自
家
・
外
部
預
託
含
む
）

の
保
有
率
は
、
０
・
01
％
減
少
し
30
・

36
％
で
頭
数
は
合
計
１
万
１
２
８
３
頭

と
な
り
ま
し
た
。

３
　
分
娩
頭
数
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
１
月
ま
で
の
分
娩
予
定
頭

数
は
、
前
年
同
時
期
分
娩
実
績
に
比
べ

１
０
５
４
頭
増
加
し
１
万
５
１
５
４
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
前
年
の

分
娩
実
績
以
上
に
分
娩
す
る
月
が
多
く

８
月
以
降
毎
月
分
娩
実
績
以
上
の
分
娩

が
発
生
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
均
増
加
率
７
・
５
％
、
最
大
は
９
月
・

10
月
で
12
・
８
％
）
。
昨
年
の
夏
に
種
付

け
が
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
為
に

授
精
が
遅
れ
、
今
年
の
夏
以
降
に
分
娩

が
集
中
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
令
和
元
年
度
下
期
の
乳
量
動
向
は
、

各
月
の
分
娩
頭
数
が
多
い
も
の
の
、
経

産
牛
頭
数
が
思
っ
た
よ
う
な
増
加
を
見

せ
な
い
事
か
ら
、
横
ば
い
か
微
増
で
推

移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
８
月
以

降
昨
年
よ
り
多
く
の
牛
が
分
娩
す
る
こ

と
が
見
て
取
れ
、
こ
こ
で
分
娩
事
故
に

よ
る
母
牛
・
子
牛
の
死
廃
が
発
生
し
生

産
量
が
伸
び
悩
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、

組
合
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

４
　
そ
の
他

　
調
査
回
別
の
種
付
け
割
合
を
最
新
の

情
報
に
更
新
し
ま
し
た
の
で
、
お
示
し

し
ま
す
。

　
前
回
（
平
成
31
年
１
月
調
査
）
と
比

較
し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が
５
・
２
％
減
少
、

Ｆ
１
は
２
・
９
％
、
和
牛
Ｅ
Ｔ
は
２
・
３
％

上
昇
し
て
い
ま
す
。
肉
用
牛
の
相
場
が

高
値
推
移
し
て
い
る
事
や
、
ホ
ル
育
成

牛
が
多
く
保
有
さ
れ
て
い
る
現
状
、
種

付
け
に
お
産
が
軽
く
、
ま
と
ま
っ
た
売

り
上
げ
を
期
待
で
き
る
和
牛
種
・
Ｅ
Ｔ

が
選
ば
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察

し
ま
す
。

　
北
海
道
の
ホ
ル
初
妊
牛
が
４
月
以
降

価
格
下
落
し
、
昨
年
の
今
頃
と
比
べ
る

と
随
分
購
入
し
や
す
い
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
引
き
続
き
自
家
産
牛
で
の
後
継

牛
確
保
は
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
各
種
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

性
判
別
精
液
を
う
ま
く
利
用
し
、
効
率

的
な
後
継
牛
生
産
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

乳　牛　飼　養　動　態　調　査　表 （令和元年７月１日現在）

支所別
調査

年月

出荷

者数

飼　　　養　　　頭　　　数
１戸平均

飼養頭数

繁殖和牛
経 産 牛
頭　　数

月　別　分　娩　予　定　頭　数

（カッコ内は内数で判別精液頭数、また下段は平成 30 年 7 月の実績頭数）経　　産　　牛 自家育成牛 外部預託牛
合計

育成牛
保有率
（％）搾乳 乾乳 小計 初妊 未種付牛 初妊牛 未種付牛 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 合計

那須高原

支　　所

R１.7 247 14,451 2,242 16,693 1,661 3,424 833 1,643 24,254 31.17 98.2 808 1,276 1,423 1,417 1,331 1,335 1,358 1,431 9,571

(150) (194) (197) (183) (188) (165) (168) (1245)

H30.7 257 14,446 2,141 16,587 1,719 3,186 750 1,861 24,103 31.18 93.8 749
1,280 1,339 1,282 1,197 1,231 1,291 1,338 8,958

増減 ▲	10 5 101 106 ▲	58 238 83 ▲	218 151 ▲	0.01 4.4 59 ▲	4 84 135 134 104 67 93 613

宇都宮

支 所

R１.7 70 2,782 497 3,279 452 914 125 417 5,187 36.78 74.1 82
290 283 288 294 286 287 277 2,005

(37) (47) (47) (48) (48) (36) (31) (294)

H30.7 73 2,837 472 3,309 511 875 165 397 5,257 37.06 72.0 93
269 271 256 261 268 258 256 1,839

増減 ▲	3 ▲	55 25 ▲	30 ▲	59 39 ▲	40 20 ▲	70 ▲	0.27 2.1 ▲	11 21 12 32 33 18 29 21 166

県 南

支 所

R１.7 79 5,031 874 5,905 426 899 136 353 7,719 23.50 97.7 50
430 545 556 523 545 487 492 3,578

(24) (30) (45) (50) (43) (28) (28) (248)

H30.7 82 5,013 979 5,992 413 932 141 344 7,822 23.40 95.4 37
527 451 466 446 433 468 512 3,303

増減 ▲	3 18 ▲	105 ▲	87 13 ▲	33 ▲	5 9 ▲	103 0.10 2.3 13 ▲	97 94 90 77 112 19 ▲	20 275

合 計

R１.7 396 22,264 3,613 25,877 2,539 5,237 1,094 2,413 37,160 30.36 93.8 940
1,996 2,251 2,261 2,148 2,166 2,132 2,200 15,154

(211) (271) (289) (281) (279) (229) (227) (1787)

H30.7 412 22,296 3,592 25,888 2,643 4,993 1,056 2,602 37,182 30.37 90.2 879
2,076 2,061 2,004 1,904 1,932 2,017 2,106 14,100

増減 ▲	16 ▲	32 21 ▲	11 ▲	104 244 38 ▲	189 ▲	22 ▲	0.01 3.6 61 ▲	80 190 257 244 234 115 94 1,054
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　最近、「ゲノミック検査」「ゲノミック評価」という言葉を目にする機会が増え、

農家さんから「試しに検査受けてみたい」と言う声を頂いています。実際に受けて

みると、「検査結果を見ても、自分の牛群の改良にどう役立てていいか分からない」

という方も少なくないのです。そこで、8 月に（一社）家畜改良事業団の田中健一

次長を講師に招き、国内のゲノミック検査・評価の活用について職員の研修会を行

いました。

　ＳＮＰ情報なしの

未経産牛の遺伝的能

力は、父牛と母牛の

平均値（ＰＡ）とさ

れています。娘牛 A

～ D の遺伝的能力

はみんな＋ 60 とな

ります。※今回は、

簡単にＳＮＰ情報＝

遺伝情報とします。

ＳＮＰ情報がある場

合は、ＰＡにＳＮＰ

情報が加わり、娘牛

A の遺伝的能力は＋

30、娘牛 D の遺伝

的能力は＋ 90 とな

ります。

　みなさんは、A と D どちらの牛を牛群に残したいですか？娘牛 D を残したいと答えると思います。

でも実際は、娘牛 A も搾乳する為に大切に育てるのではないでしょうか。それでは、ＳＮＰ検査を受

けた意味がないと思うかもしれませんが、娘牛 A ～ D が種付けする時期になったら、ＳＮＰ検査の結

果をもう一度見て下さい。

　遺伝的能力の高い牛（娘牛 D）には、優秀な後継牛を確保するため、精判別精液をご利用ください。

遺伝的能力が低い牛（娘牛 A）には、副産物による収入を確保する為、Ｆ１の種付けや和牛受精卵を

ご利用ください。これまでは、２産以上の雌牛でしか遺伝的能力による判断ができませんでしたが、よ

り早期に使い分けが出来るようになります。

　血統登録・牛群検定・ゲノミック検査の組み合わせにより、効率的な牛群改良、また改良の正確性が

得られます。

「ゲノミック検査・評価の活用について」の研修会開催

家畜改良事業団
田中健一次長
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生
乳
受
託
課

　
令
和
元
年
８
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
記
録
的
猛
暑
の
影
響
か
ら

昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し
95
・
８
％

（
１
万
８
２
５
７
ｔ
）
と
大
幅
に
前
年

を
下
回
り
ま
し
た
。
各
支
所
の
受
入
乳

量
は
、
那
須
高
原
支
所
１
万
２
０
８
０

ｔ
（
前
年
比
96
・
９
％
）、
宇
都
宮
支

所
２
２
３
５
ｔ
（
同
91
・
５
％
）、
県

南
支
所
３
９
４
２
ｔ
（
同
95
・
０
％
）

と
な
り
、
出
荷
者
数
は
、
前
年
同
月
よ

り
20
戸
減
の
３
９
２
戸
（
内
、
学
校
は

１
校
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
69
％
（
前
年
差
＋
０
・
02
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
63
％
（
同
▲
０
・

05
％
）、
体
細
胞
数
22
・
67
万
（
同
▲

０
・
２
万
）
と
無
脂
固
形
分
率
の
落
ち

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
８
月
総
受
託
乳

量
は
７
万
９
７
３
３
ｔ
（
前
年
比
93
・

３
％
）
と
な
り
、
26
ヶ
月
連
続
し
前
年

を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
飲
用
・

は
っ
酵
乳
向
け
と
も
に
96
％
台
と
生

産
量
以
上
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
脱

粉
・
バ
タ
ー
等
向
け
が
67
・
１
％
と
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
８
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
０
・
１
％
と
６
ヶ
月
連

続
し
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
都
府

県
は
94
・
６
％
と
低
迷
し
47
ケ
月
連
続

前
年
を
下
回
り
、
全
国
の
生
産
量
も

97
・
７
％
と
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
尚
、
令
和
元
年
８
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

令和元年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ８月期実績 前年同期実績 前年比 ８月末実績（累計） 前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 60,751,196� 63,262,290� 96.0� 336,206,400� 347,450,731� 96.8�

（ う ち 学 校 向 け ） 652,504� 642,954� 101.5� 41,515,662� 43,436,459� 95.6�

は っ 酵 乳 向 け 12,634,582� 13,088,773� 96.5� 64,457,304� 63,946,116� 100.8�

脱粉・バター等向け 5,132,369� 7,653,719� 67.1� 31,776,162� 33,479,001� 94.9�

（うち委託加工向け） 0� 0� － 0� 0� －

生 ク リ ー ム 向 け 1,141,067� 1,391,619� 82.0� 6,228,264� 7,219,641� 86.3�

チ ー ズ 向 け 73,903� 83,133� 88.9� 333,269� 340,700� 97.8�

全 乳 哺 育 向 け 0� 0� － 0� 0� －

総 受 託 乳 量 79,733,117� 85,479,534� 93.3� 439,001,399� 452,436,189� 97.0�

脱粉・バター等向け比率 6.44� 8.95� － 7.24� 7.40� －
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７
月
度
理
事
会
（
７
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　�

賃
上
げ
及
び
夏
季
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

㈤
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈥
　�

特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い

て
㈦
　�

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い

て
㈧
　�

子
会
社
の
第
１
四
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

㈨
　�

関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

㈩
　�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　�

６
月
度
及
び
第
１
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈡
　�

役
員
定
数
及
び
地
域
配
分
の
検
討

に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈣
　�

育
成
牛
舎
設
計
業
者
の
選
定
に
つ

い
て

㈤
　�

令
和
元
年
度
中
小
酪
農
経
営
等
生

産
基
盤
維
持
・
強
化
対
策
事
業
及
び

畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業

の
対
応
に
つ
い
て

８
月
度
理
事
会
（
８
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

記
帳
・
記
録
状
況
に
つ
い
て

㈤
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
７
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　�

栃
木
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

㈢
　�

役
員
定
数
等
検
討
協
議
会
の
構
成

及
び
設
置
要
領
に
つ
い
て

㈣
　�

育
成
牛
舎
建
設
に
係
る
建
設
業
者

の
入
札
結
果
に
つ
い
て

８月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

豊 富 ８月９日 308 191 62.0% 689 6 1 667

根 室 ８月22日 477 398 83.4% 802 40 29 962

釧 路 ８月23日 255 195 76.5% 807 16 12 982

十 勝 ８月28日 812 571 70.3% 784 119 92 938

北 見 ８月29日 403 284 70.5% 742 12 7 755

合 計 2,255 1,639 72.7% 765 193 141 861

前 月 2,028 1,615 79.6% 767 212 168 904

前年同月 2,012 1,716 85.3% 925 166 143 1,100

　初妊牛の今後の動向は 12 ～１月分娩が中心となります。４月以降

続いていた平均価格の下落は、６月の 721 千円を底として、若干の

値上がり基調となりました。年末につれ毎年値上がりの基調となる

事が多いですが、今年もメガ・ギガファームや都府県酪農家の導入

意欲が回復し、やや強含みで推移するものと思われます。導入を希

望される方は腹条件・分娩月によって手配に時間がかかることも予

想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申

し上げます。

８月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
８
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 141 64 145,800 5,400 101,842 3,751

F １雄 137 61 436,320 3,240 278,616 ▲ 4,173

F １雌 137 58 318,600 2,700 212,508 ▲ 6,846

（
８
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 ▲ 165,240

F １雄 12 97 466,560 271,080 353,160 ▲ 77,297

F １雌 4 87 394,200 248,400 306,720 ▲ 88,380

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、概ね弱含

みで推移しています。６月において過去３年間での最

高額を記録した那須市場の F1 相場は、７月以降弱含み

で推移し、８月の平均価格は概ね昨年と同様の価格水

準まで落ち着くこととなりました。今後冬の初め頃ま

ではやや弱含みで推移するものと思われます。館林市

場では、概ね那須市場と似たような形で推移していく

ものと思われます。
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